
AIロボティクス戦略の全体像について
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資料３



多用途ロボットの開発・実装やマーケットインに向けて、供給側と需要側に着目し必要な対応策を検討する。その際、各技術・製品の
成熟度や産業ドメインの環境整備等の状況が異なることから、AIロボティクス戦略では時間軸を意識し、フェーズ毎に整理を行う。

需要側と供給側が一体となったAIロボティクスの開発・実装に向けた取組
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需要側（各省） 供給側（経産省 等）

○ ロボット開発支援
・ニーズに対する開発課題を整理し、時間軸を踏まえた
開発方針を策定
・ベースモデルとなるHW・SWのモジュールやアプリケー
ションを開発

○ 実証支援

○ 市場ニーズの把握
・何をやらせたいのか（求められるタスクの特定）
・市場規模の整理

⇒市場性の高いタスクを整理

○ ユースケースの創出
・実証フィールド等の提供、実証
・初期導入支援

⇒ フィジカルAIデータセットの取得

開発段階

実証段階

社会実装
段階

○ 領域特化型モデルの高度化の為のデータ提供 ○領域特化型ロボット基盤モデルの更なる高度化

○ 汎用的なロボット基盤モデルの開発

○ 導入課題となる規制等の洗い出し

○ ドメイン特化型モデルのロボット基盤モデルの開発
・実証試験や初期導入で得られるデータセットを活用し、
領域特化型のロボット基盤モデルを開発

○ 導入・実装支援、規制見直し ○ 生産設備投資支援
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